
が
は
永
河
に
鶴
は
れ
た
ー糾
問
が
知
-
1
判ー
今

柵

め
て
小
加
杓
な
永
河
が

辿
っ
て
居
る
に
過
ぎ
な

い
が
､
明
船
な
淡
河

出

跡
を
抑

っ
て
肘
乙
｡
此

れ
靴

で
も
､
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
よ
り
も
流
に
日
本
ア
ル
プ
ス
に
虻

-
従

っ
て
北
ハ
の
那
究
が
日
本
の
氷
河
川
越
の
仰
純
に
材
力
な
蝕
を
桝

(

る
で
あ
ら
う
こ
と
を
耕
碑
は
力
訟
す
る
｡

本
舗

の
後
半
に
入

っ
て
瀬
碑
は
日
永
ア
ル
プ
ス
な
る
銘
桝

の
池
原
を

考
記
し
'
北
､
申
火
､
何
ア
ル
プ
ス
に
裁
て
概
舵
し
､
或
は
英
人
に
ょ

る
日
本
ア
ル
プ
ス
の
中
側
探
検
や
紫

碑

の
舵
輪
を
述
べ
る
｡
攻
で
日
本

ア
ル
プ
ス
の
抑
微
は
美
し

い
瀬
林
､
描
列
な
洪
水
､
挑
発
な
端
咋
館
及

び
美
郷
な
カ
ア
ル
伸
に
あ
る
こ
と
を
稚
-
｡
光
に
弛
ん
で
八
〇
打
を
別

し
て
日
本
ア
ル
プ

ス
雪
触
地
形
諭
が
沓
か
れ
て
居
る
｡
之
に
於
て
は
北

づ
日
本
に
於
け
る
氷
河
問
題
の
約
非
を
起
き
､
gF:
家
の
析
鮎
を
細
介
し

次

で
北
へ埠

の
舵
を
検
討
し
っ
･̂
.
紙
純

の
永
河
S.=
跡
'
地
形
を
訟
越
し

糾
刷
日
本
ア
ル
プ

ス
に
於
て
永

河
の
近
称
や
水
村
の
地
形
と
組
む
べ
き

も
の
が
な
い
と
断
じ
､
叔
後
に
等
紬
を
如
き
､
日
本
ア
ル
プ
ス
の
カ
ア

ル
が
.fk
蝕
に
ょ
る
も
の
と
の
総
論
を
下
す
｡
比
ハ
の
決
諭
の
赴
非

は
兎
も

角
と
し
て
'
北
,.
の
所
論
舵
T々

と
し
て
専
門
撰
鋸

の
曲
を
磨
し
て
-iE
る
｡

木
曽

の
混
後

の
数
十
汀
は
背
肴

の
少
咋
時
代
以
兆
仰
ぎ
以
祁
め
た

不
適

の
高
批

に
虫
と
し
て
朝
さ
れ
て
居
る
｡
そ
れ
は
聯
朝
以
後

の
発
山
紀
行

で
あ
り
'
新
に
柑
た
感
想
を
錐
し
た
も
の
で
あ
る
｡
其
の
後
に
八
ケ
持

前
脱
､
お
札
岬
ii
の
付
目
土
山
純
映
､
水
付
的
渚
の
締
約

の
三
輩
が
あ
っ

て
本
皆
は
終
る
｡

以
上
の
加
-
本
苔

の
内
･ThJ=
は
蛾
･::=､
布
非
で
あ
り
､
則
ハ味
が
裸

い
も

那

鞘

幻
で
あ
る
｡
兆
の
j*
=..JT
は
何
し
ろ
令
文
家
の
訴
碑

の
叫
撒
､
紙
.FSB
な

こ

と
は
式
ふ
ま
で
も
な

い
｡
本
省

の
印
刷
は
止
-
'
縄
船
は
公
-
な
い
棟

で
あ
り
､
姓
計
は
韻
し
い
0
本
韻

に
舶
し
て
特
に
首
ひ
黙
し

て
ほ
な
ら

な

い
の
は
美

し
い
･餌
gm
J収
が
多
数
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
典

の
中
に
は
主

と
し
て
キ
ヤ
ス
ケ
ー
ド
訴
山
及
び

ヨ
七
,-
.T
の
永
河
及

び
北
ハ
の
泣
跡
地

形

の
も
の
が
=E
も
多

い
｡

饗
す
る
に
本
輔
は
山
蒋
家

の
必
粥
す
べ
き
は
勿
論
と
し
て
､
山
に
興

収
を
称
す
る
地
韓
愛
好
碑

の

1
禎
す
..(
き
好
譜

で
あ
る

こ
と

を

信
ず

る
｡
(
班
)

雑

報

1--111Irlr1-JIHIIIIH11II'-IIIIIIIrIIIIlhI,IIII

O
カ

ナ

ダ

の

人

口

∵
九
≡

舛
先
月
二手

一
日
-

六
月

1
日
施

行き
れ
た
関
数
珊
#Tl
の
粁
鵜
に
よ
る
と
カ
ナ
ダ
の
人
口

は

TI
O
､

三
七

禍
二

九
六
人
に
L
で

1
九
二

山
舛
以
雑

の
卿
加
官
記
十
鵜
人

であ
る
｡

各
州

の
人
目
故
を

一
九
二

一
昨

の
も
の
に
比
す
る
と
輿
昧
あ
る
将
城
が

見
ら
れ
る
｡
阿
州
を
除

い
た
凡
て
の
州
は
就
好
か
ら
三
〇
肘
川
の
相
加
が

あ
る
山
人
〓
少
き

ユ
ー
コ
ン
･
テ
リ
ト
リ
ー
で
は
雌
に
七
十
三
人
を
卿

し
た
が

プ
リ
ン
ス
｡
エ
ド
ワ
ー
ド
鵜
'
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
及
北
四
地
方

で
は
仲
人
口
減
少
整

耶
し
､
叔
後

の
地
方
.il,
は
城
少
す
る
こ
と

1
0
%

以
上
に
連
し
た
｡
ケ
ベ
ッ
ク
は
増
加
数
収
も
大
に
し
て
五

三

'
0
1証
,_

六
人
の
聯
加
あ
り
､
之
に
次
ぐ
は
オ
ン
ク
リ
オ
の
同
じ
-
四
九
八
､
〇

空

七

ヒ
七



地

枕

鮮
十
八
位

こ
.i
で
あ
る
｡

人
口
故
の
瓜
も
輔
じ
た
の
は
ノ
ヴ
ァ
･
ス

コ
シ
ア
で
哨

少
故

1
溺

一
千
人
で
あ
る
｡

0
朝

鮮

の
漁

村

昭
利
就
中
調
波
に
掘
る
と
朝
鮮
の
批
難
戸
数
は

八満
七
千
大
官
八
十

1
戸

(
内
地
人
三
千
壁

二
十
三
11
､
朝
俳
人
八
湘

四
千
五
官
四
十
八
戸
)
､
恭
如
3'#
戸
数
二
前
例
千
二
甘
三
十
六
戸
(
内
地

人
七
十
九
戸
'
朝
鮮
人
二
粥
四
千
常
北
十
七
戸
)
､

水
緯
製
法
米

山
鵜

1
千
九
首
七
十
四
声

(
内
地
人
七
LT
三
十
八
.1
､
朝
鮮
人

山
祇

1
千
二

百
三
十
六
月
'
水
産
脱
班
英

一
約
七
千
尤
甘

九

十

二
戸

(
内
地
人

.i

千
三
好
六
十
八
11
'
朝
鮮
人

一
代
六
千
二
甘
二
十
何
戸
)
､

合
計
十
川

鵜

.)
千
川
甘
八
十
三
11

(
内
地
人
証
千
三
甘
十
八
11
'
朝
鮮
人
十
三
拭

六
千
甘
六
十
五
月
)
に
し
て
的
泊
池
黄
の
大
部
分
は
そ
の
地
方
約
搾
独

代
に
ょ
つ
て
行
は
れ
る
O

rh
氷
沿
海
地
方
は
人
目
騎
虎
が
商

い
が
､
殊

に
併
合
以
水
汎
米
の
毅
辻
に
伴
ひ
て
独
桝
の
繁
栄
は
細
め
て
耕
し
-
､

役
務
名
も
な
か
っ
た
約
梓
に

1
火
弧
村
を
S
現
し
'
数
咋
前
ま
で
は
備

に
故
戸
の
地
相
に
池
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
､
今
で
は
米
韓
な
綿
餌
地
と

な
っ
て
肘
る
例
は
枚
挙
に
過
な
い
杜
あ
る
｡
独
柴
戸
数

の
大
部
は
八
:tt
:

と
五
首
三
十
二
所
と
に
甘
ぢ

て
鮎
々
数
十
戸
乃
至
教
下
戸

の
部
裕
を
娼

し
て
典
閥
L
t
虫
と
し
て
地
米
を
以
て
北
計
を
玄

(
'
中
に
は
中
腰
牛

漁
の
銀
紙
を
好
む
も
の
も
あ
る
｡
放
射
を
有
す
る
航
恥
地
方
の
人
口
研

庇
は
大
i
i･
川
中
十
月

一
日
硯
都
陶
砂
訓
衣
の
紳
弟
に
掘
る
と

山
方
馳

平
均
人
口
は
江
原
退
即
ち
前
部
日
本
相
方
丙
の
千
甘
三
十
五
人
よ
り
座

付
南
北
遊
脚
ち
封
拐
縦
快
方
榊
の
三
千
川
宵
二
十
三
人
の
桐
に
あ
っ
て

粒
掛
川
林
の
桝
仙
椎
だ
し
-
良
越
冬
-
~
池
紫
の
城
な
封
帖
粘
純
分
佃
此

節
町
舵

三
八

七
八

び
余
羅
縮
泣
即
ち
多
鵜
棚
方
桝
が

人

口
&
.
庇
が
尚
く
漁
村
の
殺
接
が

紫
し
い
Q
印
し
て
弧
村
の
韓
接
し
た
地
方
に
は
独
莱
粗
食
が
釦
糾
さ
れ

て
ゐ
る
｡
又
漁
村
に
は
内
地
人
独
来
聴
の
終
任
し
た
も
の
も
妙
-
な
-
～

川
身
地

に
ょ
つ
て
､
琉
鵜
村
･1
-;
和
也
希
川
村

･
愛
媛
村
な
ど
と
呼
ぶ

の
も
あ
る
0
被
曝
は
籾
鮮
人
に
比
す
る
と
弘
舶
･
S
･兆
｡
独
英
の
方
法
及

び
的
引
状
態
が
逝
妙
し
て
榊
U
t
料
地
的
統
制
が
よ
-

取
れ
て
i
=
る
の

で
'
そ
の
移
住
に
ょ
つ
て
J

原
俳
的
蛇
を
刺
戟
し
地
相
を
数
社
さ
せ
た

こ
と
は
細
め
て
大
で
あ
る
｡
籾
緋
の
曲
桝

･
.桁
鵬
は
独
楽
拙
節
に
は
非

骨
に
析
況
を
豊
し
､
内
地
及

び
鮮
内
各
地
か
ら
臨
時
に
多
数

の
漁
業
者

及
び
こ
れ
を
=

･i
;=
て
に
紬
人

称

の
入
込
む
を
例
と
す
る
｡
昭
利
.光
年
中

に
於
け
る
糾
恋
に
ょ
る
と
独
火
三
千
人
以
上
の
油
紙
瀬
が
払
ま
っ
た
の

は
企
躍
柄
減
磁
北
郷
蛸
比
耐
郷
枯
;]
･
同
準

的
粥
都
窪
範
耐
新
州
出

｡

慶
仙
南
沼
沌
日
那
紛
州
耐
九
髄
浦
川
･
歯
･g
南
,i.迫
肘
川
部
氷
河
方
魚
津
｡

米
脂
逆
相
州
都
舷
林
耐
火
姓
舛
朋
大
社
坪
偽
･
同
避
同
郷
松
林
耐
火
耶

噂
払
出
大
仰
嘩
抱

｡
印
紙
魂
津
邦
糾
峨
耐
蒼

･=打
-i
.1群
小か
洞

･
成
鏡
筒
泊

北
神
郷
新
浦
桝
の
拐
発
槌
串
で
払
期
に
は
漁
船
及
び
地
相
は
退
か
に
触

服
を
卓
す
る
G
.的
し

て
試
供
及
び
潮
流
等
の
励
係
か
ら
鮎
･
市
町
魚
･健
･

鰯
埠
の
漁
米
の
純
知
に
よ
-
描
汲
期

の
池
場
が
或
は
平
月
乃
弐
二
十
日

位
で
各
方
向
に
移
功
し
'
こ
れ
に
伴
っ
て
漁
業
者
中
に
は
漁
場
を
逢
う

て
池
漁
す
る
も
あ
り
､
こ
れ
に
附
俺
す
る
:2;
人
韓
も
共
の
後
に
従
ひ
バ

ラ
ッ
ク
祉

て
の
日
用
=榊
情
｡飲
食
は
･粉
川
な
ど
の
職
々
移
動
し
布
-
ち

の
も
多
か
つ
た
｡
触
る
に
泥
水
は
汲
.S
及
び
漁

村
の
査
姓
と
他
姓
物
の

伸
餅
只
が
娼
ん
に
な
っ
て
こ
の
縄
臨
時
細
入
の
析
洞
は
漸
次
来
迎
す
る



仰
向
が
あ
る
｡

偶
に
数
坤
机
ま
で
は
オ
魚
津
や
骨
棚
や
九
鵬
細

の
如

h･)

も
油
独
部
格
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
､
今
日
で
は
起
苅
批
難
細

に
よ
っ
て
立
派
な
弧
継
印
紙
を
形
成
し
て
肘
る
｡
然
し
な
が
ら
こ
の
数

年
間
の
不
故
紙
と
独
楽

の
不
振
に
よ
り
各
地
ガ
と
も
独
仏
及
び
比l
村
の

絞
辞
は
甚
だ
し
-
嘗
て
は
感
批
判
に
飲
め
や
呪

(
で
'
放
歌
さ
ん
ざ
め

い
た
地
方
も
今
は
火
の
糾
え
た
や
う
に
衷
紋
し
た
の
も
あ
り
f
E:==
所
の

窮
状
を
救
折
す
る
必
朝
に
出
ら
れ
た
松
改
代
劫
に

.i
般
約
人
は
窮
境
に

陥

っ
て
放
る
｡
従

っ
て
弧
港
の
改
良
､
変
速
槻
帆

の
恭
僻
､
馳
掛
物
の

僻
柿
維
持
'
水
産
Hm
娘
池
7j
米
の
経
鮮
呼
'
漁
業
細
野
の
収
蛸
を
計
か

べ
き
倣
地
が
彬
-
な

い
｡

(
｢朝
排
し
併
織
単
年
氷
助
代
朝
鮮
の
放
射
部

拓
に
繰
る
)

0

紀

伊

水

道

附

近

の

海

底

地

形

紀
伊
水
沼
附
虹
の
淋
粍
桝

で
故
意
を
悲
-
の
は
(
こ
室
戸
峰
神
米
ガ
に
あ
る
土
佐
好
の
形
(
二
)
i
i

佐
聾
の
北
方
に
米
か
ら
四
に
拘
っ
て
入
込
ん
で
ゐ
る
千
桝
甘
米
以
上
の

伏
み
(
≡
)
及
之
と
蹴
爪
に
北
方
水
道
の
中
火
に
拘
っ
て
入
込
ん
で
ゐ
る

脚
著
な
縦
谷
で
あ
る
｡

こ
の
油
谷
を
紀
伊
縦
谷
と
呼
ぶ
｡
土
佐
僻
に
は

奈
半
利
川
と
川
前
十
川
の
谷
の
延
長
を
な
す
二
つ
の
.桝
谷
が
あ
る
｡
矢

部
博

士
に
よ
る
と
日
本
論
比
は
税
今
よ
り
侍
り
法
-
な
い
地
質
時
代
に

今
の
四
百
番
(
七
三
C
j米
)
の
鐸
探
線
を
縦
枠
紋
と
し
て
肘
た
こ
と
が
あ

っ
て
上
の
二
つ
の
粕
谷
は
常
時
の
陣
谷
が
溺
れ
た
も
の
と
革
b
れ
て
ゐ

る
｡
紀
伊
粕
谷
は
土
佐
潤
の
二
つ
の
相
称
と
は
追
ひ
､
北
ハ
の
大
き
も
大

普
-

'
=.拭
き
も
跳
-
千
二
甘
米

の
額
拭
紋
も
か
な
り
北
に
入
込
ん
で
肘

る
こ
と
は
純
忠
に
偶
す
る
O
北
ハ
の
二
甘
米
比
伐

の
部
分
は
棲
柘
の
底
部

軸

部

で
触
ほ
れ
て
ゐ
る
岱
め
泊
芥
の
形
を
認
め
る
こ
と
が
川
非
な

い
O
然
し

茶
味
の
粗
の
走
向
か
ら
見
て
北
火
に
目
端
川
に
迎
な
っ
て
ゐ
る
様
に
も

息
は
れ
る
｡
又
こ
の
梅
谷
は
寧
ろ
脂
鮎
に
屈
す
る
も
の
で
は
な

い
か
と

も
息
は
れ
る
｡
土
佐
聾
は
又
阿
波
椛
と
も
謂
は
れ
'
勧
め
て
大
正
四
r年

に
軸
脅
さ
れ
､

北
ハ
の
筏
火
北
十
五
年
耶
艦
満
州
に
よ
り
'
昭
和
二
年
邸

艦
大
利
に
よ
り
測
瀧
せ
ら
れ
た
が
共
の
前
川
は
測
発
が
末
だ
不
十
分
で

あ
る
.
非
の
形
は
水
田
に
長
-
､
今
七
甘
二手

米
の
等
昧
敗
を
僻
に
侭

指
紋
と
見
る
と
こ
の
地
形
の
部
分
は
宗
戸
略
南
方
の
基
地
と
増

い
粍
峡

で
臓
て
ら
れ
て
ゐ
る
｡

土
位
渉
は
獅
批
准

四
イー判
の
こ
甘
米
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五
十

四
米
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讃
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っ
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ゐ
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寛
戸
岬
南
方
の
紬
底
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傾
き
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で
な
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隣
邦
を
郎
る
約
十
九
粁
快

さ

こ
滞
米
と
円
甘
米
問
と
隣
距
三
十

四
粁
拭
き
六
甘
米
と
八
甘
米
と
の
州
と
に
於
て
急
傾
斜
を
な
し
て
段
が

こ
箇
所
に
あ
る
こ
と
が
目
に
付
-
0
)(
･:･聖
1
峰

の
氷
川
伸
介
と
和
歌
山

願
拭
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川
の
沖
4
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と
に
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純
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刺
し
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桝
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あ
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底
部
に
放
て

三
日
す
る
と
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戸

峰
南
方
の
粘
底
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地
で
は
二
打
米
外
地
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内
は
岩
多

-
六
甘
米
紙
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で
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糾
砂
を
柑
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ゐ
'
上
位
弊
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西
側
に
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す
る
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こ
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韓
の
も
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の
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揃
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ふ
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縮
方
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地
形
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烈
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放
れ
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亦
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菓
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収
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縦
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舛
六
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迎
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〇
卯
は
布
の
.I
九
三

二
舛
六
月
に

文
排
ふ
べ
き
九
六
三
､
三
〇
〇
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鐘
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あ
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菜
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榔
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を

引
下
げ
て
は
北
緯
班

に
喰
込
む
の
で
あ
る
｡

.i
九
三
1
年
七
月
テ
リ
ー
非
命
後

山
舷
的
蛇
は
前
大
総
輔
イ
バ
ネ
ス

が
チ
-
1
の
故
命
虎
兼
た
る
柵
前
菜
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光
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と

い
ヘ
ビ
も
こ
の
こ
と
は
劉
外
的
に

不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
'

そ
の
ま
1
に
な
っ
て
ゐ
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が

1i
方
入
代
は
'
合
珊
化
の
細
館

の
た
め
に
火
米
が
聯
加
し
た
か
ら
'
ど
う
し
て
も
こ
の
骨
札
を
仰
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叫
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光
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だ
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薬
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-
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あ
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荷
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史
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榔
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熱
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熔
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